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開発ターゲットと社会実装に向けて克服すべき技術的課題

ターゲット
米粉用米の生産量増加と
米粉製品開発による地方
創生および輸出ビジネス拡
大

克服すべき課題
１．「ミズホチカラ」は多収
米のため従来の主食用米と
異なる管理（多肥、疎植を
避ける、移植は6／20ま
で）が必要
２．「ミズホチカラ」は収穫
時期が遅いために産地が限
定

ミズホチカラ

R1年度栽培面積、生産量
「ミズホチカラ」：200ha,
1,000t（推定）

「笑みたわわ」：1ha,4t（推定）

・「ミズホチカラ」は米粉パンのふくらみが優れる
・「ミズホチカラ」は主食用米の「ヒノヒカリ」に比べ、3割ほど
収量が高い
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解決するためのアプローチ

1. 「ミズホチカラ」の収穫量
を増加させるため、多収栽
培技術標準作業手順書
（SOP）を作成し、生産
量増加
関係機関；九州7県（福岡、佐賀、長
崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島）の試
験研究機関、熊本製粉株式会社

2. 出穂期、収穫期の早い
新水稲品種を育成し、栽
培拡大
関係機関；熊本製粉株式会社、株式
会社兵四郎ファーム、株式会社英農会

笑みたわわ
（出穂期； 8月21日）
（成熟期；10月24日）

ミズホチカラ
（出穂期； 8月28日）
（成熟期；11月 3日）

（撮影2019年9月）

産地 実需

農研機構

県、JAを
軸とした
産地形成

開発製品を
国内と海外
で販売

品種育成と
SOP活動

地方創生
輸出拡大
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開発した本年度の成果とそのスペック

1. 「ミズホチカラ」の多収栽培技術SOP
を作成（目標収量720kg/10a）
・技術概要
・多収実現のための具体的な栽培方法
（施肥、栽植密度、収量目標、水管
理、栽培上の注意事項など）

・多収栽培こよみ（九州・普通期）
・栽培試験成績（導入事例；熊本県、
福岡県を含む九州管内7県）

・米粉加工適性
・種子の入手先

農研機構の下記サイトからSOPを入手可能
https://www.naro.affrc.go.jp/publici
ty_report/publication/laboratory/nar
o/sop/index.html

・SOP表紙
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開発した本年度の成果とそのスペック

・技術概要（SOPの5ページ目） ・多収実現のための具体的な栽培方法
（作付けスケジュール）（SOPの7ページ目）
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開発した本年度の成果とそのスペック

・多収実現のための具体的な栽培方法（施肥と栽培密度、720kg/10aを得るため
の関連形質の目安）（SOPの8と10ページ目）
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開発した本年度の成果とそのスペック

「ミズホチカラ」の米粉用米の産地形成、普及状況および種子入手先
○熊本県の標高0～50mの平坦地で、2019年には約200ha作付けされています。
熊本県では1～5ha規模の経営体で、早い熟期の主食用品種「森のくまさん」等
との組み合わせで作付けされています。熊本県では2010年より認定品種（平坦
地向け米粉用品種）に採用され、JA熊本経済連により種子が供給されています。
○福岡県で、2019年には少なくとも数ha作付けされ、米粉パン等として販売され
ています。
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開発した本年度の成果とそのスペック

2. 熟期の早い新品種「笑みたわわ」の栽培
を開始
・出穂期は「ミズホチカラ」より7日早く、成熟期
は10日ほど早い品種
・品種登録出願公表（2019年10月1日）
・種子の入手先として3件の利用許諾を締結
・米粉パンケーキ、米粉パンの加工適性が優
れることを見いだし、「笑みたわわ」を用いた米
粉商品の試験販売開始（2020年1月）

「米粉パンケーキミックス」で作ったパンケーキ（上）
と海外輸出用パッケージ（案）（下）

写真提供；株式会社兵四郎ファーム

熊本県山鹿市の「笑みたわわ」
写真提供；熊本製粉株式会社
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この技術により想定されるビジネス展開

「ミズホチカラ」の目標とする
米粉生産量(推定)と販売状況
R元年;1,000トン、国内外販売
R2年 ;1,200トン、国内外販売
R3年 ;1,440トン、国内外販売

九
州
に
お
け
る
米
粉
用
米

産
地
拡
大
・
原
料
確
保

輸
出
へ

国
内
で
販
売

 「ミズホチカラ」多収栽培技術SOP
の作成

１）育成経過と品種特性
２）多収栽培のための具体的な栽培方法

（施肥、栽植密度、収量目標、水管
理、栽培上の注意事項など）

３）栽培試験成績（導入事例；熊本県、
福岡県を含む九州管内7県）

４）米粉加工適性
５）種子の入手先

 熟期の早い新品種「笑みたわわ」
の育成
・ 品種登録出願公表
・ 米粉商品試験販売

ビジネス展開：米粉産地の拡大
・九州各県を対象とした「ミズホチカラ」多収栽培技術SOPを作成し、米粉生産量増大、国内外
販売量増大に貢献
・中生の米粉向け新品種「笑みたわわ」の栽培と、米粉製品の国内販売と海外試験販売を開始

成果： 「笑みたわわ」の目標とする
米粉生産量(推定)と販売状況
R元年;4トン、 国内試験販売
R2年 ;8トン、 国内外試験販売
R3年 ;80トン、国内外販売開始

（R3年の米粉生産量は国内生産量の6％相当）

米粉用米の国内での販売および
海外への輸出を促進する。
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